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研究成果の概要：　本研究成果の概要は、従来不明だった諸藩周旋方の実態について、①50藩以上の藩名・人
名・人数が確認できたことに加え、諸藩周旋方が京都で開催した会合参加者氏名が初めて判明したこと（20藩50
名）。②約6年間（文久3年（1863）～明治2年（1869））にわたる周旋方構成員が確認でき、さらに幕末期の周
旋方経験者で、明治政府が諸藩の意見を聴取するために設けた貢士・公議人を務めるなど、連続して活動してい
た人物が複数判明したこと。③活動場所について、幕末政治の展開に対応して、江戸・京都・大坂のみならず、
内戦（長州征伐）の前線基地にあたる広島や福岡にも諸藩の周旋活動従事者が集合していたことが判明した。

研究分野： 明治維新期の政治史

キーワード： 周旋方　国事周旋　京都留守居　定例集会　天下公論　公議人
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　これまでの研究では薩摩藩士西郷隆盛や大久保利通などの一部著名人物のみに関心が集中する傾向があった。
しかし、周旋方の存在が確認できる藩名は50藩以上にのぼり、周旋方を務めた人名も300名弱が確認できた。こ
のことによって、今後幕末維新期の政治史に参加していた藩を研究する場合、注目すべき人物が誰なのかを特定
できた点は意義ある成果だった。
　また、周旋方の活動人名が判明する新出史料を発見したため、当該史料を展覧会「新選組展2022―史料から辿
る足跡―」に出陳した。福島県と京都府の会場への来場者数は合計9万9605人にのぼったことから、本研究の成
果をより広く社会に発信することができた。

奨励研究

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究の目的 
（１）幕末維新期の政局において、所属する藩の利害を前提にしつつも、日本全体に関わる課
題解決のための国事周旋活動に従事した諸藩周旋方（しゅうせんがた）＝“藩外交官”の交流
関係の実態について分析する。具体的には、周旋方の存在が確認できる藩の名称・周旋方に該
当する藩士の氏名などの基礎データを集約する。 
 
（２）諸藩周旋方が設置され、実際に活動が確認でき始める時期と、活動を終える時期がいつ
かを明らかにする。活動の終期については他の役職に転換し、活動に連続性が認められるかど
うかにも留意して分析する。 
 
（３）諸藩周旋方が活動を展開していた地域がどこか分析する。これまで京都を中心としつつ
も江戸・大坂なども活動拠点になっていたことは指摘されていたが、その他の地域が確認でき
るか分析する。 
 
２．研究成果 
（１）各地の史料館等に現存する藩政文書の調査と、活字化史料の分析を行うことにより、諸
藩周旋方の名簿に該当する史料を新たに約 10 種類確認できたことは大きな成果だった。これ
により、周旋方の存在が確認できる藩名が 50 藩以上にのぼることが判明した。各藩周旋方の
人名も判明し、人数は 300 名弱であることが確認できた。これは従来の研究から想定されるよ
りもはるかに大規模・多数である結果となった。 
 諸藩周旋方は京都において毎月二の付く日に円山の貸座敷で定例集会を開催していたことは
分かっていたが、この集会への参加者が 20 藩合計 50 名だったことに加え、参加者氏名も初め
て確定できたことも成果として挙げられる。 
 
（２）諸藩周旋方の活動時期について、少なくとも約6年間（文久3年（1863）～明治2年（1869））
であることが確認できた。部分的にはその前年から周旋方の存在が確認できた藩もあるが、文
久 3 年 10 月および 11 月時点での名簿は、周旋方に関係が深い史料としては最初期のものと位
置づけられる貴重な史料である（35 藩 203 名）。この名簿には明治元年（1868）に、明治政府
が諸藩の意見を聴取するために設け、翌 2 年まで活動した貢士・公議人を務めた人物の名前も
複数確認できた。これは幕末期の周旋方が明治初期にも連続して政治活動していたことを示し
ており、貴重な情報と評価できる。 
それと関連して、残存史料が少ない時期の諸藩周旋方の活動者氏名が判明する新出史料を発

見できたので、より広く公開するため、当該史料を展覧会「新選組展 2022―史料から辿る足跡
―」に出陳した。会場は福島県立博物館と京都府京都文化博物館で、来場者数は合計 9 万 9605
人にのぼった。 
その他、明治時代の旧大名家による明治維新史編纂業務に関与した者もいるなど、より広範

な活動に繋がっていたことも指摘できた。 
 
（３）諸藩周旋方が活動拠点としていた地域について、幕末政治の展開に対応して京都・江

戸・大坂のみならず、長州征伐のような内戦の前線基地にあたる広島や福岡にも周旋方が集合
していたことがある程度判明した。情報収集など探索任務を行う複数藩の周旋方が確認でき、
これによって幕末期には京都・大坂・江戸・広島・福岡などにおいて、諸藩周旋方がそれぞれ
同時並行で活動を展開していたと指摘できた。 

 
以上、従来の研究では薩摩藩士西郷隆盛や大久保利通など、一部の著名人物に関心が集中す

る傾向が強かったといえる。しかし、実際に幕末期に展開された諸藩周旋方の活動は、想像以
上に広範で重層的だったことが判明した。この点は本研究の大きな成果といえる。 
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